
意
見
書
を

　
　
　

提
出
し
ま
し
た

一
人
一
人
の
子
供
に
丁
寧
な
対
応
を
行
う
た
め
、

一
ク
ラ
ス
の
学
級
規
模
を
引
き
下
げ
る
必
要
が

あ
る
。
教
育
予
算
の
国
庫
負
担
割
合
が
２
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
事
に
よ

り
、
自
治
体
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
義
務
教
育
費
の
財
政
負
担
も

国
の
責
務
で
行
う
べ
き
だ
。

提
出
者
＝
松
本　

彰
夫

賛
成
者
＝
木
野
山
孝
志

全会一致

【
提
案
理
由
】

神
石
高
原
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
報
酬
が
削
減
さ

れ
た
。
こ
の
答
申
の
「
た
だ
し
書
き
意
見
」
を
重
視
し
、
県
内
の
類
似
し
た
町
の
状
況
も
考
慮
し
て
議

員
報
酬
を
削
減
す
る
。（
年
間
削
減
額
は
２
２
５
万
円
余
り
）

議
員
報
酬
削
減
案

提
出
者
＝
松
本
彰
夫　
　

賛
成
者
＝
藤
田
晃
己

全会一致

提
出
者
＝
小
林　

貢����������������������

賛
成
者
＝
瀬
尾
征
爾

【
提
案
理
由
】

本
町
の
人
口
・
社
会
実
態
な
ど
か
ら
議
員

定
数
14
人
か
ら
２
人
削
減
し
12
人
に
す
べ

き
で
あ
る
。

独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、「
適

切
な
定
数
は
12
人
」
が
55
．
８
％
の
回
答

で
あ
っ
た
。
人
口
減
少
と
依
然
厳
し
い
町

財
政
を
考
え
る
と
議
員
定
数
削
減
は
経
費

削
減
の
一
助
と
な
る
。

�

〔
関
連
記
事
13
ペ
ー
ジ
〕

賛成３　反対１０

提
出
者
＝
松
本
彰
夫

賛
成
者
＝
村
上
克
朗

審
議
の
結
果
、「
軽
易
な
事
項
」を
認
定
。

①
法
令
等
の
改
廃
に
伴
う
も
の
で
、
速

や
か
に
本
町
条
例
の
改
廃
な
ど
が
必
要

で
審
議
の
余
地
が
な
い
事
項
②
円
滑
な

処
理
が
急
が
れ
る
損
害
賠
償
額
50
万
円
以

下
の
和
解
③
自
動
車
事
故
損
害
賠
償
保

険
金
額
50
万
円
以
下
④
議
会
の
議
決
を
受

け
た
工
事
又
は
製
造
の
請
負
金
額
の
10
分

の
１
を
越
え
な
い
変
更
契
約
（
た
だ
し
、

５
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
は
除
く
）
⑤

一
部
事
務
組
合
等
の
事
務
執
行
を
円
滑
に

行
う
た
め
。

神
石
高
原
町
議
会
議
員
の
定
数
14
人
を
12
人
に

削
減
す
る
議
員
提
案
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
３・

反
対
10
で
否
決
し
た
。

神
石
高
原
町
長
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た「
議
会
の
委

任
に
よ
る
専
決
処
分
」の
指
定
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

全会一致

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

国に

公
立
学
校
施
設
は
非
常
災
害
時
、
地
域
住
民
の

防
災
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

地
域
住
民
の
「
安
心
・
安
全
な
避
難
生
活
」
の
た

め
、
耐
震
化
と
と
も
に
防
災
機
能
の
強
化
を
す

べ
き
だ
。

防
災
機
能
の
基
準
を
作
成
し
地
方
公
共
団
体
へ

の
周
知
徹
底
に
努
め
、
防
災
機
能
整
備
向
上
を

促
す
こ
と
。
防
災
機
能
向
上
の
た
め
の
財
政
支

援
の
窓
口
を
一
元
化
す
る
こ
と
。

提
出
者
＝
寄
定
秀
幸

賛
成
者
＝
橋
本
輝
久

全会一致
公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能

の
整
備
推
進
を
求
め
る
意
見
書

議員発議

　

本
年
９
月
10
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
す
広
島
県
ポ
ン
プ
車
操
法
競
技

大
会
に
、
神
石
高
原
町
消
防
団
を
代

表
し
、
出
場
い
た
し
ま
す
。
２
月
28

日
に
結
団
式
を
行
い
、
訓
練
に
日
々

精
励
し
て
お
り
ま
す
。

　

出
場
に
あ
た
り
、

消
防
後
援
会
並
び
に

関
係
各
位
に
は
、
温

か
い
ご
支
援
を
頂

き
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
大
会
ま

で
２
ヶ
月
あ
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。現
在
、

週
３
回
仙
養
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
旧
仙
養
中
学

校
）
で
夜
間
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
だ

ん
だ
ん
と
緊
張
感
も

増
し
、
神
石
高
原
町

消
防
団
の
代
表
と
し

て
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
団

員
一
同
や
、
ま
た
町

民
の
皆
様
方
に
達
成

感
と
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
操
法
の

披
露
が
で
き
、
好
成
績
が
収
め
ら
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

油
木
方
面
隊
長　

小
田
信
義

特集記事

が
ん
ば
れ
！

神
石
高
原
町
消
防
団 
油
木
方
面
隊

猛特訓！消防ポンプ車操法 広島県消防ポンプ
車操法競技大会を
めざして

なぜ否決したのか？
賛
成

賛
成
討
論　
　

藤
田
晃
己
議
員

反
対

　

反
対
の
第
一
の
理
由
は
、
や
み
く
も
な
議
員
定
数
削
減
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
地
方
議
会
の
位
置
づ
け
と
役
割
の
理
念
に
反
す
る
か
ら
で
す
。

　

第
二
の
理
由
は
、
地
方
自
治
法
と
議
会
制
民
主
主
義
に
照
ら
し
、
多
様
な
住
民
の

「
意
志
」
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
政
策
提
案
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
定
数
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。
現
在
の
定
数
14
人
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
法
定
上
限
22
人
を
８
人
下

回
っ
て
お
り
、
前
回
18
人
か
ら
14
人
に
削
減
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

第
三
の
理
由
は
、
定
数
削
減
の
理
由
に
整
合
性
と
正
当
性
が
な
い
か
ら
で
す
。
議

員
定
数
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
議
員
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
判
断
す
べ
き
事

案
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
定
数
や
報
酬
の
削
減
だ
け
が
議
会
改
革
で
は
な
く
、

議
会
改
革
を
推
進
す
る
中
で
適
正
な
議
員
定
数
や
報
酬
を
論
議
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。「
議
会
基
本
条
例
」の
制
定
を
視
野
に
議
会
の
見
え
る
化
の
た
め「
議
会
報
告
会
」

の
開
催
な
ど
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

　

第
四
の
理
由
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
決
定
事
項
や
再
三
に
わ
た
る
議
長
の
「
議

員
の
身
分
に
関
す
る
こ
と
は
議
員
間
で
し
っ
か
り
論
議
す
べ
き
」
と
の
進
言
を
無
視

し
，
議
員
個
人
の
エ
ゴ
を
強
引
に
通
す
手
法
は
許
し
難
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
定
数

削
減
を
論
議
す
る
以
前
の
問
題
で
あ
り
，
議
会
改
革
に
逆
行
す
る
暴
走
行
為
と
も
い

え
る
本
提
案
は
到
底
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

反
対
討
論　
　

寄
定
秀
幸
議
員

　

現
在
議
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
政
策
立
案
能
力
と
行
政
監
視
能
力
で
あ
り
ま

す
。「
果
た
し
て
何
人
の
議
員
が
真
摯
に
議
員
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
町

民
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
本
町
財
政
規
模
の
縮
減
や
人
口
減
な
ど
を

考
慮
す
る
と
議
員
定
数
12
人
に
す
べ
き
で
す
。「
議
員
は
少
数
精
鋭
で
頑
張
れ
、
若

い
人
が
出
や
す
く
す
る
た
め
定
数
を
減
し
、
報
酬
を
増
や
せ
。」
と
の
住
民
の
声
は

無
視
で
き
ま
せ
ん
。

　

職
員
数
適
正
化
や
経
常
経
費
削
減
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
議
員
定
数
削
減
案

に
賛
成
し
ま
す
。

神
石
高
原
町
議
会
議
員
の
定
数
14
人
を
12
人
に
削
減
す
る
議
員
提
案
は
採
決
の
結

果
、
賛
成
３
・
反
対
10
で
否
決
し
ま
し
た
。

議員定数削減案

夜間訓練状況

否
決
！

議
員
定
数
削
減
案

可
決
！

神
石
高
原
町
議
会
議
員
の
月
額
報
酬
を
議
長
１
万
５
千
円
、
そ
の
ほ
か
の
議
員
１
万
円
を
引
き
下
げ

る
議
員
提
案
は
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

可
決
！

　
　
　

 

町
長
の
専
決
処

分
事
項
指
定
案
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